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令和５年度がスタートしました 

例年になく寒い日が続いた今年の冬でしたが、春のお

とずれは早く、桜の花も３月中に満開を過ぎ、昨日から

今朝の雨によって、美しく散り、葉桜になりました。 

令和５年度が本日からスタートしました。午前の着任

式・始業式に続いて、午後から２１名の新入生を迎えて

入学式が行われました。３年ぶりに来賓者・保護者・在

校生が一堂に会し、厳粛な中にも心温まる雰囲気の中で

挙行できました。今年度の式辞では次のようなことを私

から言わせていただきました。 

新入生の皆さんは、今日から伝統ある大月中学校の生

徒となるわけですが、中学校３年間で皆さんに学んでほ

しいものがあります。それは、皆さんが将来大人になっ

て、自立した一人の人間として、力強く生きていけるよ

うに、また社会に貢献できる豊かな人生を送るための基

礎として、「考える力」「創造する力」「夢に向かい挑戦

する力」「人と関わる力」など、いわゆる「生きる力」

としての人間力と、そのために必要な確かな学力を身に

つけてほしいと考えています。中学校の授業も小学校と

同じ「授業づくり」を行っています。課題、めあて、見

通しをもって自力解決、集団解決を通して仲間と共に学

び合い、まとめ、振り返りをします。 

中学生になった皆さんに、これからの中学校生活で、

「学び続けること」と「新しいことへの挑戦」をしてほ

しいと思います。「学び続けること」とは、毎日の積み

重ねを行うということです。「新しいことへの挑戦」と

は、今まで以上に積極的に、勇気を持って一歩を踏み出

し、様々なことに挑戦するということです。挑戦に失敗

はつきものです。失敗は成功のための工夫や改善のヒン

トになります。失敗をおそれて、何もしないと成功もあ

りません。何もしないと、成長もしません。 

また、自尊感情「自分はかけがえのない一人の大切な

人間である」という意識をもち、他者を理解すること「人

にはたくさん良いところがあり、人との違いを認め、自

分や他の人も大切にすること」です。そのためにも、毎

日の生活で必要な「あいさつ、返事、後片付け」などの

凡事（当たり前のこと）を徹底し、継続して、一流にす

ることが大切です。思いやりの心をこめた日本一やさし

い笑顔とあいさつができること。名前を呼ばれたら大き

な声で返事ができること。使ったものをきちんともとの

場所に片付けること。人の話を聞く時の姿勢や態度など、

当たり前のことを徹底して続けて、一流にすることが、

目標を達成するための一番の近道であり、方法です。 

私たち教職員も、皆さんと一緒に、明るく活力のある

大月中学校をつくっていきます。そして、人の気持ちの

わかる人であるとともに、感謝の気持ちをもって過ごし

てもらいたいと思います。笑顔や感謝は、人との関係を

つくりだすもとになるものです。たくさんの笑顔や感謝

を実践して下さい。皆さんも大月中学校の良い伝統を作

り上げてきた先輩のように、今やるべきことは何かを考

えながら、「自らが」「全力で取り組み」「やりがいと充

実感あふれる」中学校生活を送ってください。そして、

今以上に素晴らしい大月中学校をつくりあげる仲間の

一人になってもらいたいと思います。 

入学式の様子 

  

  

  

  

  

 

春は出会いの季節です。今年度本校に６名の教職員の

方々が着任しました。１年間よろしくお願いします。 

学校教育目標 



令和５年度 学校経営方針 ～こんな大月中学校をめざします～ 

学校は、子どもたちの無限の可能性を引き出し、自立した人間として他者と共に、よりよく生きる力を形成する

ために必要な「学び」を身に付ける場です。その「学び」の指針となるのが、学校教育目標になります。 

 

 

〇学校教育目標・・・「心豊かな活力のある生徒の育成」 

～凡事徹底・継続・一流～ 

〇めざす生徒像・・・①大きな声で「あいさつ・返事」ができる生徒⇒お 

②お 互 い の 人 権 を 尊 重 す る 生 徒⇒お 

③つまずいても諦めず、最後までやり抜く生徒⇒つ 

④昨日の自分より、今日成長する生徒⇒き 

〇めざす学校像・・・『明日が待たれる学校づくり』～みんなの笑顔のために～ 

生徒は「この学校に来て良かった」、保護者は「この学校に行かせて良かった」 

教職員は「この学校に勤めて良かった」と思える学校に 

〇重 点 目 標 

(1) 全ての生徒が、安心して楽しく過ごせることのできる学校づくり 

(2) 学習過程を見直し、これからの時代を生きるために必要な学力をつける 

(3) 秩序ある学校 

(4) 地域の信頼にこたえる学校 

「知」 

・特別支援教育の視点や生徒指導の３機能を

とり入れた授業のユニバーサルデザイン化 

・家庭学習と授業の関連づけ 

・主体的、対話的で深い学びを通して、これ

からの時代を生き抜く資質・能力を育てる 

「徳」 

・新規不登校０、暴力０ 

・教育相談の充実 

・道徳教育、人権教育の充実 

「体」 

・健康教育の推進 

・より良い生活リズムの習慣づけ 

・体力の向上 

学校教育目標やめざす生徒像の具現化に向けて、子どもたち一人ひとりに寄り添い、傾聴しながら、その持てる

力を最大限に伸ばすよう、教職員一同、令和５年度も力を合わせて取り組んで参ります。特に上記の４つを今年度

も「重点目標」として設定しました。学校とは、昨日までできなかったことができるようになる所であり、「やれば

できる」場所です。今後も子どもたちが、本校で学んで良かったと誇りの持てる学校づくりに努めると共に、将来、

自分たちの故郷(ふるさと)「大月」を自慢に思い、愛し、支えていけるそんな人財に育っていってほしいと願って

います。 

保護者・地域の皆様には、家庭学習定着に向けた声掛けや、地域へ出向いての体験学習等、いろいろな場面でご

協力をお願いすることになると思いますが、変わらぬお力添えのほどよろしくお願いいたします。 

今後の主な予定 

４月１０日(月)授業スタート、給食開始、身体測定（全学年） 

１１日(火)部活動紹介、あいさつ運動（吹奏楽部） 

１３日(木)１年生「１日防災研修」(幡多青少年の家) 

１４日(金)ＰＴＡ執行委員会⑧19:00～内科検診(１年生) 

１５日(土)幡多地区バレーボール春季大会 

１７日(月)２・３年生希望家庭訪問① 

１８日(火)全国学力・学習状況調査(３年生：国語・数学・英語・質問紙)、１・２年生標準学力調査 

１９日(水)小中連携教育研究会総会のため、臨時バス(15 時)で下校 

２０日(木)あいさつ運動（陸上部）、２・３年生希望家庭訪問② 

２１日(金)内科検診(２・３年生)、２・３年生希望家庭訪問③ 

２２日(土)お弁当の日、午後～参観日・ＰＴＡ総会 

２４日(月)※小学校が代休のため、登校バスのスクール便がありません。１年生希望家庭訪問① 

２５日(火)３年生修学旅行～２８日(金)、１年生希望家庭訪問② 

２７日(木)１年生希望家庭訪問③ 

２８日(金)１年生希望家庭訪問④、あいさつ運動（野球部） 

２９日(土)㊗昭和の日 

５月 ２日(火)振替休日(4/22 分) 


